
 

 

 

   2007 年 2 月 14 日 

 

会 社 名     第 一 三 共 株 式 会 社 

代 表 者     代表取締役社長 庄田 隆 

（コード番号 4568 東証・大証・名証各第 1部）  

        問合せ先 執行役員ｺｰﾎﾟﾚｰﾄｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ部長 高橋利夫 

（T E L : 0 3 - 6 2 2 5 - 1 1 2 6 ）  

 

中期経営計画（2007 年度～2009 年度）の策定について 
 

第一三共グループは 2005 年 9 月 28 日に第一三共株式会社を設立して以来、2007 年 4 月の

完全事業統合に向け順調に準備を進めております。 
今般、2015 年に向けた長期ビジョンを達成するための第一歩として、2007 年度を起点とす

る 3 ヵ年の中期経営計画を策定いたしましたので、下記の通り概要をお知らせいたします。 
 

記 
 

１．中期経営計画（概要） 
   （1）コアメッセージ 

①2015 年ビジョンに向けた成長基盤の拡充 
②経営統合シナジーの最大化 
・新薬創出力の強化と研究開発パイプラインの充実 

  ・グループ全体の収益を牽引する国内営業体制の構築 
  ・オルメサルタン、レボフロキサシンなど主力製品の維持・拡大 
  ・要員適正化とグループ内機能子会社設立による業務運営効率向上 
③米国における営業力の大幅拡大（MR 数 2.5 倍） 
④2009 年度目標：営業利益率 25％ 海外売上比率 40％以上 
⑤積極的な株主還元 
⑥戦略的投資による事業拡大 

  （2）数値目標（医薬品事業のみ） 
    2007 年度 売上高 8,200 億円 営業利益 1,570 億円（営業利益率 19.1％） 
    2009 年度 売上高 9,600 億円 営業利益 2,400 億円（営業利益率 25.0％） 
 
 



 

  （3）積極的な株主還元 
①中期方針 

・「総還元性向」目標 100％ 
⇒当期フリーキャッシュフローは、株主還元に充当（配当＋自己株式取得） 

・安定的な増配による DOE５％の早期達成 
・自己株式取得は取締役会決議により機動的に実施 

     ②計数目標 
      ・DOE（純資産配当率）５％以上（2006 年度見込み 3.5％） 

 
２．2015 年ビジョン（概要） 
  （1）基本ビジョン 

・ グローバル創薬型企業（Global Pharma Innovator）の実現 
 （2）計数目標 

・ 売上高    ：1 兆 5,000 億円 
・ 営業利益率  ：25％以上 
・ 海外売上比率 ：60％以上 

 （3）研究開発における重点疾患 
・ 「血栓症」「糖尿病」「癌」「自己免疫疾患/関節リウマチ」各領域でグローバルト

ップクラスのパイプライン構築 
 
なお、詳細につきましては添付資料をご参照願います。 
 

以 上 
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代表取締役社長　庄田　隆
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“日本発のＧｌｏｂａｌ Ｐｈａｒｍａ Ｉｎｎｏｖａｔｏｒ”
の実現に向けた第一歩

1 中期計画サマリー

2 研究開発戦略

3 国内事業戦略

4 海外事業戦略

5 株主還元

6 まとめ

7 主要開発品目の現況
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中期計画サマリー11

1-1 経営統合のプロセスと成果

非医薬品事業

医薬品関連子会社

海外グループ会社

ヘルスケア

研究開発

国内営業

三共株式会社 第一製薬株式会社

第一三共株式会社

計画フェーズ 設計フェーズ 移行準備フェーズ 移行フェーズ 安定化フェーズ

第一三共株式会社発足

２００５年

8 9 10 11 12

２００６年

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1～3

２００７年

1 2 3 4～12

２００８年

完全事業統合

２００６年 ４月 アサヒビールによる和光堂のＴＯＢに応募
２００６年１０月 第一化学、第一ラジオアイソトープの株式譲渡
２００７年 ３月 三共アグロ、三共ライフテックの株式譲渡 など

アスビオファーマ株式会社

海外グループ会社

第一三共ヘルスケア株式会社

再編新会社

第一三共株式会社

２００６年 ４月 米国第一三共Ｉｎｃ．営業開始
２００６年 ７月 欧州子会社を第一三共ヨーロッパＧｍｂＨに社名変更

２００７年 ４月 第一三共ヘルスケアとゼファーマが経営統合

２００６年 ４月 第一三共ヘルスケア株式会社発足

パイプラインの一元化

２００５年１１月 オルメテックのコプロモーション開始
２００６年　４月 クラビットのコプロモーション開始

第１期 中期経営計画

1

組織・人事制度
要員、人件費の適正化
システム統合
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1-2 中期経営計画コアメッセージ

２０１５年ビジョン達成に向けた成長基盤の拡充

新薬創出力の強化と研究開発パイプラインの充実

グループ全体の収益を牽引する国内営業体制の構築

オルメサルタン、レボフロキサシンなど主力製品の維持・拡大

要員適正化とグループ内機能子会社設立による業務効率向上

経営統合によるシナジーの最大化

米国における営業力の大幅拡大（２.５倍規模）

２００９年度目標：

営業利益率２５％　海外売上比率４０％以上

積極的な株主還元

2

戦略的投資による事業拡大

1-3 ２００７～２００９年度の数値目標

営 業 利 益売 上 高
（億円）

10,000

7,000

7,500

9,500

7,850

２００７年度 ２００９年度

8,000

8,500

9,000

２００６年度*

8,200

9,600

（億円）

3,000

0

500

2,500

1,200

２００７年度 ２００９年度

1,000

1,500

2,000

２００６年度*

1,570

2,400

3

為替レート

１ドル＝１１５円　　１ユーロ＝１４０円

（注）*２００６年度については決算発表数字から

　　　・決算期変更により１５ヶ月分計上した米国子会社（ＤＳＩ・ＬＰＩ）の
　　　　数字につき２００６年１月～３月分を控除

　　　・非医薬品事業各社などの数字を控除

9,250

1,380
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1-4 統合によるコストシナジー創出

営 業 利 益 の 推 移
（億円）

0

500

２００７年度

1,000

1,500

2,000

２００６年度

３７０億円
増　益

統合シナジーの発現

原価率低減

販管費比率低減

国内要員適正化
国内拠点統合
ＩＴ関連運営コスト削減　等

ＤＳＩの営業力強化
ＬＰＩの研究開発・営業力強化
ＤＳＥの営業力強化

4

５５０億円

海外事業への積極投資

研究開発投資

成長への積極投資

1-5 オルメサルタンが中期の成長ドライバー

主力３製品の売上高推移
（億円）

0

500

２００９年度（目標）

1,000

1,500

4,500

２００６年度（見込み）

2,000

2,500

3,500

4,000 プラバスタチン

オルメサルタン

レボフロキサシン

3,000

＊２００６年度のオルメサルタン売上高は、米国の２００６年１月～３月分を控除

＊２００９年度のオルメサルタン売上高には、ＣＳ－８６６３分を含む

９０％増

5



5

1-6 損益の目標

２００９年度目標：営業利益率２５％

6

（注）*２００６年度については決算発表数字から

　　　・決算期変更により１５ヶ月分計上した米国子会社（ＤＳＩ・ＬＰＩ）の
　　　　数字につき２００６年１月～３月分を控除

　　　・非医薬品事業各社などの数字を控除

（％）（億円）（％）（億円）（％）（億円）

25.02,40019.11,57015.31,200営業利益

17.21,65018.91,55020.41,600　 うち研究開発費

75.07,20080.86,63084.76,650原価＋販管費

100.09,600100.08,200100.07,850売上高

２００９年度（目標）２００７年度（目標）２００６年度(見込み）
製 品 名

1-7.1 ２０１５年ビジョン

“グローバル創薬型企業”
　Ｇｌｏｂａｌ Ｐｈａｒｍａ Ｉｎｎｏｖａｔｏｒ の実現

“世界の主要地域に拠点を構えて事業を展開する企業”

グローバル

医薬品事業に集中し、
　“革新的医薬品を継続して創出する企業”

創薬型企業

7
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1-7.2 ２０１５年ビジョン

研究開発における重点疾患

グローバル企業に足る業績の追求

２０１５年の計数目標

売　 上　 高 １兆５,０００億円
営業利益率 ２５％以上
海外売上比率 ６０％以上

グローバルトップクラスのパイプライン構築

血栓症・糖尿病・癌・自己免疫疾患/関節リウマチ

8

２００６

営業利益

１,２００億円

１,５７０億円

２００７ ２００８

２,４００億円

第１期　中期経営計画

２００９

統合シナジー

米国営業基盤拡大（先行投資）

新製品（ＣＳ-８６６３,　ウェルコール ＤＭ,
プラスグレル, ヴェノファー後継品）

新製品の
売上拡大

オルメサルタン伸長

２０１５年ビジョン達成に向けた成長基盤の拡充

（年度）

1-7.3 ２０１５年ビジョン達成までのプロセス

売上高　
　１兆５,０００億円

営業利益率　
　２５％以上

海外売上比率
　　　６０％以上

２０１５年

ＤＵ-１７６ｂ, ＤＺ-６９７ｂなど大型候補品
の開発推進

グローバル４極体制の拡充

サプライチェーン再編

２０１０年度以降の長期成長に向けて

9

戦略的な事業開発投資
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研究開発戦略22

2-1 研究開発 中期目標

10

グローバル研究開発体制の確立

研究開発パイプラインの充実

戦略的投資による研究開発基盤づくり
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2-2 本期間中の申請予定品目

11

CS-866AZ

欧州

日本

アジア

米国

申 請 予 定 品 目申 請 中地 域

DU-6859a（ｸﾞﾚｰｽﾋﾞｯﾄ）

CS-1401E（ﾌｪﾝﾀﾈｽﾄ　小児）

DS-992(HGF)

CS-8958

SUN Y7017（ﾒﾏﾝﾁﾝ）

クラビット高用量

LX-P（ﾛｷｿﾆﾝﾃｰﾌﾟ）

CS-8663

ウェルコールＤＭ（糖尿病）
CS-747（プラスグレル）

など

CS-747（プラスグレル）

CS-8663

KMD-3213（ﾕﾘｰﾌ　中国）

新規成分 剤形追加・適応追加　など

など

など

クレメジン（中国）

CS-866HCTZ（中国）

2-3 本期間中に発売予定の主な新製品　

12

日本

アジア

品 目

欧州

米国

新規成分 剤形追加・適応追加　など

DU-6859a 
（グレースビット）

KMD-3213
（ユリーフ　中国）

LX-P
（ロキソニンテープ）

サンリズム （韓国）

CS-8663

CS-747 
（プラスグレル）

ウェルコールDM（糖尿病）

CS-8663
CS-747 

（プラスグレル）

地 域

HIBワクチン

クラビット高用量

クレメジン （中国）

CS-866HCTZ（中国）
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2-4 グローバル研究開発拠点

研究開発本部
品川・葛西・袋井
　　　　　　1,500名

製薬技術本部
平塚・静岡・小名浜
　　　　　　　400名

アスビオファーマ
　　　　　　　300名

Daiichi Sankyo 
Research Institute
La Jolla, CA
10名（研究探索）

Daiichi Sankyo Inc.
Edison, NJ 260名（開発）

Daiichi Sankyo 
Development
London 30名（開発）

13

Daiichi Sankyo 
Europe GmbH
Munich 100名（開発、製薬技術）

第一製薬北京
　　　20名（開発）

上海三共
　15名（開発）

（２００７年４月時点）

国内事業戦略33
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3-1 医療用医薬品事業　中期戦略の骨子

オルメテック・クラビットを成長ドライバーと位置づけ

重点製品群（オルメテック、クラビット、メバロチン等）に
営業・マーケティング資源を優先的に投入

２００９年度目標 売 上 高 ４,７００億円

14

ライフサイクルマネジメントの強化による製品価値向上

新しい国内営業体制による売上シナジー

3-2 統合シナジーの具現化と生産性の向上

統合初年度から最大の売上シナジーを発揮させるための

営業組織の一元化・マーケティング戦略・卸戦略

ＭＲ２,３００名体制

質量ともに国内最高レベルの学術情報提供活動を展開

「施設担当ＭＲ」ラインと「領域担当ＭＲ」ラインによる協業

新しい国内営業体制によるトップスピードでの発進

２００７年度目標：１人当たり売上生産性２５％アップ（２００６年度比）

２００９年度目標：１人当たり売上高２.５億円超

ＭＲ生産性の向上（現行薬価ベース）

15



11

3-3 重点製品領域の売上高目標

２,３００億円１,８５０億円

オルメテック　アーチスト
カルブロック　メバロチン

リバロ　クレメジン
ファスティック

　　　　　　　　　など１０品目

循環器関連
疾患領域

１,２００億円１,０５０億円

クラビット
ロキソニンブランド

モービック　ジルテック
　ユリーフ

感染症/骨・関節/
免疫・アレルギー/

泌尿器

オムニパーク　
オムニスキャン

トポテシン　クレスチン
フエロン

製　品

５００億円５００億円造影剤/癌/消化器

２００９年度目標２００６年度見込み領　域

16

3-4 第一三共ヘルスケア（ＤＳＨＣ）の中期計画

戦略
●複数ブランドを保有する「総合感冒薬」「胃腸薬」などの医薬品領域で

フランチャイズを構築

●新規事業開発、提携及び新分野（機能性スキンケア・機能性食品）への

積極展開による成長基盤の確立

●ローコストオペレーションによる事業運営効率の向上

新製品発売予定
●ウィンダム（水虫治療薬）、スキンケア関連製品など

要員数
●３９０名体制（前年度*比　約２５％要員減）　ＭＲ１５０名体制

２００９年度目標：売上高５８０億円　営業利益率１０％以上

＊第一三共ヘルスケア＋ゼファーマ

17
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海外事業戦略44

4-1 海外事業戦略の骨子

オルメサルタン拡大・新製品上市に向けた、

　欧米を中心とする営業基盤の増強

レボフロキサシンをはじめとする原薬輸出による

　収益基盤の確保

アジア・中南米地域における事業基盤の拡大

18
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4-2.1 第一三共Ｉｎｃ.（ＤＳＩ）の中期計画

戦略

２００９年度目標： 売上高２,０００億円以上

既存品の強い成長の継続

効果的な販売力拡大の達成

新製品上市のための組織の準備

新製品発売計画

ＣＳ-８６６３ （オルメサルタンとアムロジピン配合剤）

ウェルコールＤＭ （２型糖尿病治療の適応追加）

プラスグレル （抗血小板剤）

営業担当者を順次増強

９００名体制⇒２,３００名体制（２００９年）

19

ＤＳＩの売上高推移

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

２００６ ２００９

オルメサルタン その他

（億円）

4-2.2 米国における急成長に向けた営業力拡大

２００７年度

１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ

２００８年度 ２００９年度

トピックス

営業担当者
増強計画

★ＣＳ-８６６３発売
　（オルメサルタン＋アムロジピン）

★ウェルコール（糖尿病）発売

★プラスグレル申請

★プラスグレル発売

９００名体制 １,４００～１,７００名体制 ２,３００名体制

※「２００７年度１Ｑ」は２００７年４～６月を示し、以下同様

20
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4-2.3 ルイトポルド社（ＬＰＩ）の中期計画

５０名体制⇒３５０名体制（２００９年）

ヴェノファー（貧血治療剤）の売上維持

ＶＩＴ-４５（ヴェノファー後継品）などの発売に向けた
営業力増強（２００７年～２００８年の先行投資）

Ｏｓｔｅｏｈｅａｌｔｈ部門（歯科用材などの事業部門）の強化

営業担当者の増強

２００９年度目標：売上高６００億円以上

戦略

21

4-3 第一三共ヨーロッパ（ＤＳＥ）の中期計画

22

営業担当者を順次増強

新製品上市のための営業力強化

プラスグレル発売に向けた心血管領域における
スペシャリストチームの構築

新製品発売計画

ＣＳ-８６６３（オルメサルタンとアムロジピン配合剤）

オルメテック　プラス
（オルメサルタンと利尿剤の配合剤の高用量製剤）

プラスグレル（抗血小板剤）

８００名⇒１,０００名体制（２００９年）

戦略

２００９年度目標： 売上高７００億円以上

100

200

300

400

500

600

700

800

900
ＤＳＥの売上高推移

0
２００６ ２００９

オルメサルタン その他

（億円）
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4-4 アジア・中南米事業　中期計画の骨子

オルメサルタンを軸とした拡大策を各国で展開

23

２００９年度目標：売上高２５０億円　

●中国 ２社（第一製薬北京・上海三共）の連携によるシナジー

●台湾 統合新社による既存品拡大　ＣＳ-８６６３など新製品上市

●韓国 １００％現地法人（２００６年１０月より）の
循環器領域での基盤構築

●ブラジル・ベネズエラ
オルメサルタン（単剤・利尿剤との配合剤）・ＣＳ-８６６３の売上拡大

アジアにおけるレボフロキサシンの維持・拡大

インドでの新社設立（２００７年中予定）
●ユニ三共（現地合弁会社　３９.９９％出資）との連携強化

4-5 グローバル４極体制による営業基盤確立

第一三共
4,700億円　2,300人

ＤＳＨＣ
　 580億円　　150人

アジア・中南米
　250億円　700人

ＤＳＩ
2,000億円　2,300人

ＬＰＩ
　600億円　　 350人

ＤＳＥ
　700億円　1,000人

２００９年度　売上高・ＭＲ（営業担当者）要員計画

24
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株 主 還 元55

5-1 株主還元について

5％以上

２００９年度目標

3.5％

２００６年度
年間配当金６０円

DOE

DOE

中期方針

２００６年度
（見込み）

２００９年度
（目標）

ＥＰＳ ９７円 ２倍以上

ＲＯＥ 　5.7％ １０％以上

当期フリーキャッシュフローは、
株主還元に充当（配当＋自己株式取得）
⇒「総還元性向」目標：１００％

ＤＯＥ５％の早期達成を目指し、安定的な増配を実施

自己株式取得は取締役会決議により機動的に実施

ＲＯＥ１０％以上、配当性向５０％程度　
ＤＯＥ（純資産配当率）＝配当性向×ＲＯＥ

25
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ま と め66

6-1 ま と め

経営統合によるシナジー（売上・コスト）の最大化

２０１５年ビジョン達成に向けた、研究開発力強化
　および米国を中心とする先行投資

パイプラインの充実

営業利益率２５％　海外売上比率４０％以上の達成

積極的な株主還元
　

26
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GEMRAD議長　
John C. Alexander

主要開発品目の現況77

7-1 研究開発の統合

ＧＥＭＲＡＤ （研究開発意思決定会議） は
２００５年１０月よりスタート

２００６年４月、米国および欧州の統合完了

２００７年１月、グローバル研究開発戦略会議開催

２００７年４月、研究開発の完全統合

27
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DX-619
CS-758
CS-8958
DC-159a

〔CS-023〕 DU-6859a
DF-098 (#)
〔SUN A0026〕

DE-766(#) CS-7017
CS-1008

OCIF CS-706
SUN E3001 (#)

CS-600G (#)

DZ-697b DU-176b
CS-866RN(#)
CS-866CMB(#)
SUN 4936h

CS-747
HGF
CS-866DM (#)
CS-866AZ (#)

SUN E7001 (#)
AJD101

CS-011
CS-917

ｳｪﾙｺｰﾙＤＭ

CS-011  (#) 
（dry eyes）

SUN N8075 SUN N4057
CS-088
KMD-3213
SUN11031

SUN Y7017 (#)
DL-8234(#)
〔SUN0588r〕

CS-1401E (#)
DL-404 (#)

CS-0777 CS-712 (#)

CS-8663

7-2 主要開発品目一覧表

28

開発候補品 フェーズ １ フェーズ ２ フェーズ ３ 申請中

循環器

糖代謝

感染症

がん

免疫・アレルギー

骨・関節

その他

#：日本のみの開発

〔 〕：導出

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ（日本以外）で開発している課題に関しては、最も進んだｽﾃｰｼﾞのみ記載

ｱﾝﾀﾞｰﾗｲﾝ（青字）は現在の最優先プロジェクト

LX-P(#)

イーライリリー社と共同開発、共同販売活動

7-3.1 プラスグレル （ＣＳ－７４７）

血小板凝集阻害薬

急性冠症候群 (ＡＣＳ)の適応症にて申請予定

フェーズ１試験では優れたプロファイルを示唆

強力な血小板凝集抑制作用

早い薬効発現

安定した薬効

フェーズ２試験では、出血プロファイル（出血事象・頻度）が
安全性許容範囲内であることを確認　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　

29
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7-3.2 プラスグレル －プラビックスの高用量投与より強力な血小板凝集抑制作用－

*

*
* * * * * * * * * * *

!
!

† †
†

!

0.25 0.5 1 2 4 6 24 3 4 5 6 7 8 90

0

20

40

60

80

100

*p<0.001 vs. Clop 300 mg/75 mg
and 600 mg/75 mg

†p<0.001 vs. Clop 300 mg/75 mg
!p<0.05 vs. Clop 300 mg/75 mg

Clop 300 mg/75 mg 
Clop 600 mg/ 75 mg 
Pras 60 mg/10 mg

30

血
小

板
凝

集
抑

制
率

：
ＩＰ

Ａ
（
％

）
初期用量 維持用量

投与後時間 １日目
（時間）

投与後日数

7-3.3 プラスグレル 　－フェーズ３試験（ＴＲＩＴＯＮ）結果の概要－

背　景
プラビックスとの直接比較試験による優越性の検証

イベント発症に基づく有効性確認の試験

早い薬効発現、強力な血小板凝集抑制作用、安定した薬効が

臨床試験で確認されることを期待

進捗状況
１３，６００症例の登録完了

31

２００７年夏に試験終了

２００７年末までに承認申請予定
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カルシウム拮抗剤（ＣＣＢ）の中で最も服薬されているアムロジピンと、
ＡＲＢの中で最速の成長を続けているオルメサルタンとの配合剤

33

7-4 ＣＳ－８６６３

アンジオテンシンⅡ受容体拮抗薬（ＡＲＢ）は降圧剤市場での急成長を持続。

ベニカー（米）／オルメテック（欧）の拡大に向けたライフサイクルマネジメント
戦略の一環

目標効能：各単剤で効果不十分な高血圧症患者の二次治療

欧米での高血圧症患者数は１．２億人とされ、現在も増加中。

薬物治療を受けている、高血圧症患者は全体の４０－５０％のみ。

目標血圧値に達しているのはそのうち約半分にすぎない。

より多くの患者でガイドライン規定の治療目標値を達成させ、未充足の医療

ニーズを満たす。

２００６年１１月承認申請（米国）

32

２００７年秋承認申請予定（欧州）

7-5.1 ＤＵ－１７６ｂ －経口抗凝固薬の医療ニーズ－

確実な薬剤の効果発現（モニタリング不要）

ＤＶＴ患者・ＮＶＡＦ患者におけるリスク／ベネフィット
の改善
（DVT:深部静脈血栓症、NVAF:非弁膜性心房細動）

速やかな薬効発現

薬物相互作用が無い

食事の影響を受け難い

33
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7-5.2 ＤＵ－１７６ｂ

ベスト イン クラスの 血液凝固 第Ｘａ因子阻害剤を目標

前臨床試験（トキシコゲノミクス含む）や臨床試験で、　　　　　　
肝毒性無し

フェーズ２ｂ試験 実施中

　対象： ＴＨＲ（人工股関節全置換術患者）

ＴＫＲ（人工膝関節全置換術患者）

フェーズ２ｂ試験 準備中

　対象： ＮＶＡＦ（非弁膜性心房細動患者）

巨大市場だが競合も多い

34

トロンビン生成抑制

7-5.3 ＤＵ－１７６ｂ　 Ｅｘ ｖｉｖｏ 試験 （ヒト）

120mg

60mg

30mg

-40

-20

0

20

40

60

80

100

35

抑制率
(%)

ペンタサッカライド

対照

24時間12時間5時間
1.5時間

0時間

（各20検体）

ヒトでの試験で、１日１回用法の可能性が示唆された
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7-5.4 ＤＵ－１７６ｂ 　製品プロファイル・ポジショニング

36

ワルファリンに劣らない
（ＤＶＴ・ＮＶＡＦ）

効　果

ワルファリンより少ない

肝毒性無し

（競合品より優れる）

無し食事の影響

安全性・忍容性

ＤＶＴ（深部静脈血栓症）

ＮＶＡＦ（非弁膜性心房細動）
適応疾患

無しモニタリング

１日１回　経口用　法

ＤＵ－１７６ｂ特　徴

- 肝機能異常

- 出血

7-6 ＤＺ－６９７ｂ

新規メカニズムにより血小板の凝集を抑制
高ずり応力による血小板の凝集を抑制

可逆的な抑制

低ずり応力の状態では､血小板の凝集抑制が弱いので出血リスクが少ない

フェーズ１試験
早いオンセット、長い抑制効果を確認

ずり応力による血小板凝集の抑制を確認

経口吸収性とＡＵＣ（薬物血中濃度時間曲線下面積）は、
投与量と良好な相関性を示し、食事や人種による影響も無い

アスピリンとの併用でも、安全性の懸念が少ない

ヒトでのバディモンチャンバー血栓モデルにおいて抑制効果確認

フェーズ２ａ試験 準備中
フェーズ２ａ試験：２００７年開始予定

標的疾患 脳梗塞／一過性脳虚血発作、急性冠症候群

主要な適応疾患
脳梗塞、急性冠症候群、微小循環障害

37
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7-7.1 糖尿病フランチャイズ

ウェルコール（一般名：塩酸コレセベラム）は、経口の高コレステロール

血症治療剤（非吸収型胆汁酸吸着剤）

他の低血糖薬との併用による３本のフェーズ３試験の結果は、ウェルコールが

既存の治療法で十分コントロールできない２型糖尿病患者に対して

有効であるということを示す

２００６年１２月承認申請（ｓＮＤＡ）

ウェルコール ＤＭ - 糖尿病への適応拡大（米国） -

活性の強い選択的ＰＰＡＲγアゴニスト糖尿病治療薬

ピオグリタゾンよりも優れた血糖コントロールと安全性の確認が目標

(ベスト イン クラス)

フェーズ２ｂ試験が終了し、ピオグリタゾンを上回る用量依存的な

糖・脂質代謝改善が確認された。

がん原性試験進行中

フェーズ３試験に向け、ＦＤＡと協議中

ＣＳ－０１１ リボグリタゾン

38

7-7.2 糖尿病フランチャイズ

フルクトース１-６-ビスホスファターゼ（ＦＢＰａｓｅ） 阻害薬（ファースト イン クラス）

ＦＢＰａｓｅは肝臓での糖新生をつかさどる酵素

２型糖尿病の大部分の患者に対する治療薬になる可能性

（単独投与または他剤との併用）

空腹時血糖値を低下（ＰｏＣ確認）

安全性確認のための低用量のフェーズ２ｂ試験は、乳酸アシドーシスの

上昇なく登録を完了

ＣＳ－９１７

２００６年８月、味の素㈱より導入

新規メカニズムの糖尿病治療薬

欧州において、４つのフェーズ１試験終了。健常人と患者で忍容性、

安全性を確認

日本においてフェーズ２ａ試験、欧州において機序解明の試験を計画中

海外においては独占的な開発、日本においては味の素㈱と共同開発

ＡＪＤ１０１

39
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ＴＥＬ : ０３-６２２５-１１２６
ＦＡＸ : ０３-６２２５-１１３２

本資料に関するお問い合わせ先

第一三共株式会社
コーポレートコミュニケーション部

本資料における将来の予想等に関する各数値は、現時点で入手可能な情報に基づく弊社の判断や仮定
によるものであり、リスクおよび不確実性が含まれております。したがって実際の業績等は、予想数値とは
異なる結果となる可能性があります。


